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としては, OoCにおける水銀の凝固圧力が広く用いられている｡ 従来の研究では, 相転移の検出に体積変
化あるいは電気抵抗変化を観測しているのに対して本論文では潜熱による温度変化を敏感に測定する新方
法を工夫した｡ すなわち, 水銀を含む高圧容器の外面に Bi2Te3 の半導体素子16個を貼付けることに よ
って, 3.2m.Ⅴ/degの感度を得ている｡ また OoC の恒温槽は氷点 (OoC)と三重点 (0.OloC)を基準に
して測温し 士0.00loC以内で一定に保持している｡
第 2 の注目すべきことは, 圧力の絶対値を決定するために使用する自由ピストン圧力計に関して, 従来
のものと比較するピストンの直径を4 倍程度大にし, したがって荷重を大きくしたことである｡ これによ












この値を近年における米国 (Harwood)ならびに英国 (NPL)における測定値と比較するとそれ ぞ れ
0･073% , 0･024% の相違となり, 英国の値に近く, このことはそれぞれの測定精度, 観測誤差から考え
ても妥当と思われる｡












の改良を行ない, 装置を完成し, それによって水銀相転移圧力の決定を行なったものである｡ 改良の主皮
点をあげると次の通りである｡
a) 相転移の検出には従来は体積変化あるいは電気抵抗変化の測定を行なっているが, 申請者は, 新し











この値を米国 (Harwood,NBS)および英国 (NPL)の値に比べるとそれぞれ 5･6barおよび 1.8bar
の差があるが, 最も信頼される英国の値とほとんど一致しているということができる｡ なお観測値に対す
る標準偏差は英国の場合 0.8barであるが, 本研究においては偏差は 0.2barとなっている｡
このように申請者の決定した相転移圧力値は世界で最も信赦される値であって,1968年10月の国際学会
において認められた値とな-_ている.
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申請者の研究によって日本の圧力標準は10,000気圧まで拡張されたことになり, 国際的な圧力測定のレ
ベルに連したということができる｡
圧力測定, 圧力発生に関する5編の参考論文と併わせて高圧力の分野における科学の基礎の進歩に寄与
するところが大きいと考えられる｡
･ よって申請者の論文は理学博士の学位論文として価値があるもの＼と認める｡
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